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向　井　清　史 「ヘリオトロン Jプラズマにおけるマイクロ波 AM反射計を
用いた電子密度分布計測および粒子輸送特性に関する研究」
平成24年 1月 23日
宅　野　嗣　大 「High Frequency Switching of SiC Transistors and its 














奥　村　宏　典 「Formation Mechanism of Extended Defects in AlN Grown on 




三　宅　裕　樹 「Inter face Control of AlGaN/SiC Heterojunction and 




















Menaka De Zoysa「Thermal Emission Control by Intersubband Transitions in 









吉　田　　　誠 「広帯域マルチキャリア無線伝送技術に関する研究」 平成24年 3月 26日
横　田　健　治 「通信品質向上のためのネットワークシステム制御技術」 平成24年 3月 26日
田　村　昌　也 「Research on a compact and high-per formance filter for 
wireless LAN and suitable sensor structure for downsizing of 





青　柳　西　蔵 「行動変容のためのオンラインコミュニティに関する研究」 平成24年 9月 24日







「Trapping of Yb+ Loaded through Photoionization in RF Ion Trap」
（光イオン化法で生成したYb+ の RFイオントラップ）




























長 369.5nm の Yb+ レーザー冷却光が、第 2励起光の代替として使えることを定量的に示した。第 2励
起光がイオン化ポテンシャルより低くなると導入速度は大きく減少する一方、リュードベリ準位への励
起を導入速度の増加として観測できることが分かった。第 1励起光だけでもイオンが生成されることが





















































特性を考慮し、時間分解能を 1 ms とし、予測される凹状の分布に対応できるよう波の入射モードとし






50 Hzの密度変調を印加した。輸送解析の結果、Dcore は n‒e が増加すると減少することが分かった。また、





















「High Frequency Switching of SiC Transistors and its Application to In-home 
Power Distribution」
（SiC トランジスタの高周波スイッチングとその家庭内電力配電への応用）

























































































































「Spectroscopic Study of Dielectric Barrier Discharge at Atmospheric Pressure」
（大気圧誘電体バリア放電の分光学的研究）





























「Formation Mechanism of Extended Defects in AlN Grown on SiC {0001} and Their 
Reduction by Initial Growth Control」
（SiC{0001}基板上に成長したAlN層の拡張欠陥の生成機構と初期成長制御によるその低減）
平成 24 年 3 月 26 日授与
殺菌や化学分析装置の小型化・低消費電力化に向けて、深紫外発光デバイスが着目されている。深紫
外発光用材料として、禁制帯幅 6.0 eV（波長 207m 相当）を有する直接遷移型半導体のAlN が有力で
ある。AlN 成長には、格子定数差の小さい（～ 1%）SiC が最適な基板の一つである。しかし、
















3．初期成長制御による高品質 2H-AlN {0001} 結晶成長 
Ga を AlN 成長直前に 2原子層照射し（サーファクタント効果）、かつ窒素プラズマ点灯直後にAlN
成長を開始することで、AlN層の貫通転位密度を約二桁（4x108 cm-2）低減することに成功した（図 1（b））。
4．高品質 2H-AlN（0001）層の光学特性
AlN層の低温 PL測定を行ったところ、非常に鋭い自由励起子ピーク（7.1 meV）が得られた（図 2）。
図１：(a) 高温水素ガスエッチング後の 6H-SiC (0001) 基板の
表面モフォロジー。(b) 6H-SiC (0001) 基板上に成長した厚さ




「Interface Control of AlGaN/SiC Heterojunction and Development of High-Current-
Gain SiC-Based Bipolar Transistors」
（AlGaN/SiCへテロ接合界面制御および高電流増幅率SiC系バイポーラトランジスタの実現）














期待される SiC BJT であるが、素子の損失を決める、電流増幅率の値が極端に小さく、実用化には至っ
ていない。
上記問題を解決すべく、（1）SiC BJT のエピ方法の工夫による界面再結合低減、（2）p-SiC ベース中
の深い準位を低減するプロセスを用いたバルク再結合低減、（3）表面保護膜の形成手法検討による表面




左右する最も重要なポイントであり、（1）SiC 上へのAlGaN 成長方法の工夫、（2）AlGaN/SiC 界面の
バンドアライメント制御、（3）AlGaN/SiC 界面の電流輸送機構を詳細に研究した。結果、AlGaN/SiC 
HBTとして世界初となるエミッタ接地電流増幅動作（増幅率>10）を達成した。

















超高真空中では、探針 - 試料間に交流電圧を印加することによる、ケルビンフォース顕微鏡（Kelvin 
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「Thermal Emission Control by Intersubband Transitions in Quantum Wells and 
Two-Dimensional Photonic Crystals」
（量子井戸のサブバンド間遷移と 2次元フォトニック結晶を用いた熱輻射制御）
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Inoue, and S. Noda: "Conversion of broadband to 
narrowband thermal emission through energy 
recycling", Nature Photonics, vol.6, pp 535-539 








































平成 24年 3月 26 日授与
平成 22 年末、ITU-R において第 4 世代移動通信システム（IMT-Advanced）として LTE（Long 
Term Evolution）-Advanced とWiMAX2 が適合規格であることが報告された。また、これに先立ち
LTEやWiMAXが商用サービスされており、これらの次世代移動通信システムは下りリンクにおいて
全てマルチキャリア伝送方式の一つであるOFDM（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）を
用いている。本論文は、移動通信システムのさらなる広帯域化および高品質化を目指した著者の第 4世
代移動通信システム向けマルチキャリア無線伝送技術に関する研究をまとめたものである。












































































「Research on a compact and high-performance filter for wireless LAN and suitable 


















































































「Miniaturization and Integration of Measurement Systems for Space Electromagnetic 
Environments」
（宇宙電磁環境計測システムの小型集積化）























波動 - 粒子相互作用計測新手法とハードウェア化 : 本論文では、波動と粒子のエネルギー授受量を定
量的に取り扱うことのできる世界初の観測手法を提案し、そのアルゴリズムをFPGAとしてハードウェ
ア化することに成功した。従来までは独立に計測していたプラズマ粒子とプラズマ波動を、本論文では、
衛星機上で連携観測しそのエネルギー交換量を決める波動ベクトルと粒子速度ベクトルの角度差をオン
ボードで求めていくこの手法を確立した。そして、本手法を「Wave-Particle Interaction Analyzer」と
名付け、FPGAによってそのアルゴリズムをハードウェア化し、機上リアルタイム処理を実現するに至っ
た。このアルゴリズムは我が国の次期衛星ミッション ERGにおいて採用され、地球放射線帯における
波動 - 粒子相互作用の解明に大きな役割を果たしてくれるものと期待されている。
以上の研究成果は、今後の科学衛星ミッションに対して非常に大きなインパクトを与えるものであり、
高度化するミッションを、限られたリソースでどのように実現していくか、について一つの重要な方向
性を示したものである。
図 1：マッチ箱サイズになった波
形捕捉型プラズマ波動受信器．
